
がん患者のケアラー500名の意識調査結果
～多発性骨髄腫（血液がん）ケアラーの実情～
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｜回答者プロフィール
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回答者プロフィール

20代

37名

(7.4%)
30代

59名

(11.8%)

40代

127名

(25.4%)
50代

128名

(25.6%)

60代

113名

(22.6%)

70代以上

36名

(7.2%)

年齢 性別居住地

(n=500)

75名

(15.0%)

199名

(39.8%)

23名

(4.6%)

42名

(8.4%)

72名

(14.4%)
52名

(10.4%)
37名

(7.4%)
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(n=500)

北
海
道
・
東
北
地
方

関
東
地
方

信
越
・
北
陸
地
方

東
海
地
方

近
畿
地
方

中
国
・
四
国
地
方

九
州
地
方

男性

343名(68%)

女性

154名(31%)

答えたくない

3名(1%)

(n=500)

(%)
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多発性骨髄腫患者と回答者の居住状況

Q：最近1年間に、あなたは、医師から「多発性骨髄腫」と診断されたことがある患者さんと接したことがありますか？

176名

(35.2%)

266名

(53.2%)

58名

(11.6%)

同居（敷地内同居）者にいる（いた）

直接対面で接したことがある（会った

ことがある）

（対面で接したことはないが）

 対面以外で接したことがある

（電話やメール、LINEなどの

 SNS、ブログ など） (n=500)
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58名

(11.6 %)

121名

(24.2 %)

35名

(7.0 %) 18名

(3.6 %)

21名

(4.2 %)

22名

(4.4 %)
14名

(2.8 %)

10名

(2.0 %)

40名

(8.0 %) 10名

(2.0 %)

70名

(14.0 %)
53名

(10.6 %)
22名

(4.4 %)
6名

(1.2 %)
0
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（
実
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）
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理
親

（
実
の
）
兄
弟
・
姉
妹

義
兄
弟
・
義
姉
妹

祖
父
母

実
子/

養
子

息
子
の
嫁/

娘
の
夫
（
義
理
の
娘/
息
子
）

左
記
以
外
の
親
戚

恋
人

友
人
（
親
友
、
知
人
、
先
輩
、
後
輩
な
ど
）

職
場
関
連
の
人
（
上
司
、
同
僚
、
部
下
な
ど
）

近
所
の
人

左
記
以
外
の
知
人

多発性骨髄腫患者との関係

Q：最近1年間に交流があった多発性骨髄腫の患者さんについて、あなたとのご関係をお教えください。

(n=500)(%)

患者さんとの関係（回答者であるケアラーにとって、患者さんは自分の〇〇）

家族・親族
339人 (67.8％)

親しい知人
80人 (16.0％)

知人
81名 (16.2％)

※%は500名全体に占める割合
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多発性骨髄腫患者の治療状況

多発性骨髄腫患者の
治療経験有無

多発性骨髄腫患者の
現在の治療状況

Q：最近1年間にあなたと交流があった多発性骨髄腫の患者さん
は、多発性骨髄腫と診断されてから今までに、多発性骨髄腫の  
ための治療をしたことがありますか。

Q：あなたが交流している多発性骨髄腫の患者さんについて、
現在（直近のあなたとの交流時）の治療状況（段階）をお教え
ください。

383名

(76.6%)

117名

(23.4%)

治療をしたことがある まだ治療をしていない（開始していない）が、

現在、治療開始に向けて準備中である

(n=500)

117名

(23.4%)

117名

(23.4%)
74名

(14.8%)

56名

(11.2%)

63名

(12.6%)

73名

(14.6%)

治療開始前（準備中）

初発の治療中（診断後、最初の治療を実施中）

再発後の治療中

初発/再発は不明だが、治療中

経過観察中（治療はしておらず、定期的な診療、検査のみ実施）

わからない

(n=500) 6



多発性骨髄腫患者の治療状況

Q：あなたが交流している多発性骨髄腫の患者さんが、今までに実施したことがある治療を全てお教えください。
Q：そのうち、あなたと交流がある期間に実施していた治療を全てお教えください。

多発性骨髄腫患者の治療歴

23.4

0.4

12.6

5.4

3.8

7.6

19

45

49.4

23.4

12.6

6.4

5.6

9.6

22.6

46.8

54.2

0 20 40 60 80 100

治療開始前（準備中）

上記の治療はいずれも実施していない

何らかの治療を行っていたが、どのような治療かはわからない

その他の治療

CAR-T療法（カーティ療法）

移植（造血幹細胞移植）

放射線療法

外来（通院）による治療（飲み薬、点滴、注射）

入院による治療（飲み薬、点滴、注射）

今までに実施したことのある治療 交流時に実施していたことのある治療 (n=500)

（%)
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多発性骨髄腫患者の治療状況-通院について
Q：あなたが交流している多発性骨髄腫の患者さんが、現在（直近のあなたとの交流時）、多発性骨髄腫治療のために
主に通っている医療機関（病院）をお教えください。

通院している病院 片道の通院時間病院までの交通手段

153名

(30.6%)

88名

(17.6%)

200名

(40.0%)

14名

(2.8%)

1名

(0.2%)
44名

(8.8%)

(n=500)

41名

(8.2%)

257名

(51.4%)

128名

(25.6%)

27名

(5.4%)

2名

(0.4%)

45名

(9.0%)

徒歩・自転車

自家用車・バイク（運転手は問わず）

公共交通機関（電車、バス、タクシー など）

病院、介護施設などによる送迎

その他

わからない

119名

(23.8%)

190名

(38.0%)

104名

(20.8%)

25名

(5.0%)

5名

(1.0%)

57名

(11.4%)

30分以内 30分～1時間程度

1時間～1時間30分程度 2時間程度

3時間以上 わからない

(n=500) (n=500)

大学病院

がんセンター

上記以外の入院施設がある病院
（〇〇病院、〇〇総合病院など）

医院・クリニック・診療所
（規模が比較的小さく、入院施設のない病院）

その他
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｜調査結果
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Q：患者さんが「多発性骨髄腫である」と聞いた時、あなたはどのようなことを思いましたか。あなたが思ったこと、
感じたことを全てお教え下さい。

多発性骨髄腫だと聞いた時の気持ち

53.4 

41.6 40.6 
36.2 

28.8 

17.2 

10.8 10.2 

0.8 

40.0 

29.2 
27.0 25.2 

19.4 
16.0 14.2 14.0 13.6 12.6 

1.0 

42.4 

30.0 28.2 
24.2 

22.0 

11.6 10.8 10.6 9.0 
4.2 

0.2 
0

20

40

60
(n=500)

病名を聞いた時の気持ち 患者さんへのサポートについて 患者さんへの接し方について

多
発
性
骨
髄
腫
っ
て
何
？
ど
ん
な
病
気
？

治
療
が
大
変
そ
う/

き
つ
そ
う/

可
哀
そ
う

治
療
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
、
応
援
し
た
い

死
ん
で
し
ま
う
の
か
？/

も
う
長
く
は
生
き
ら
れ
な
い
の
か
？

悲
し
い/

ど
う
し
て
こ
の
人
が
・
・
・
（
悲
観
的
な
感
情
）

症
状
の
原
因
（
病
名
）
が
わ
か
っ
て
良
か
っ
た

病
気
の
こ
と
を
打
ち
明
け
て
も
ら
え
て
う
れ
し
い

年
齢
的
に
仕
方
が
な
い
・
・
・

左
記
以
外

頼
ま
れ
れ
ば
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
は
や
り
た
い

悩
み
や
辛
さ
、
愚
痴
を
聞
い
て
あ
げ
た
い

お
見
舞
い
に
行
き
た
い

患
者
さ
ん
本
人
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
あ
げ
た
い

治
療
に
よ
る
副
作
用
の
ケ
ア
を
し
て
あ
げ
た
い

病
気
や
治
療
に
関
す
る
情
報
を
教
え
て
あ
げ
た
い

（
調
べ
て
あ
げ
た
い
）

行
政
支
援
や
サ
ポ
ー
ト
の
手
続
き
を
や
っ
て
あ
げ
た
い/

手
伝
い
た
い

治
療
費
等
、
金
銭
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
あ
げ
た
い

（
患
者
さ
ん
の
代
わ
り
に
）
患
者
さ
ん
家
族
の
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
あ
げ
た
い

左
記
以
外

今
ま
で
通
り
接
し
た
い

何
か
し
た
い
が
、
何
を
す
れ
ば
良
い
だ
ろ
う
？/

何
を
し
て
ほ
し
い
だ
ろ
う
？

自
分
に
何
が
で
き
る
か
、
情
報
が
欲
し
い/

調
べ
よ
う

（
漠
然
と
）
今
後
の
自
分
の
生
活
へ
の
影
響
が
不
安

わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
、
何
を
ど
う
す
れ
ば

い
い
ん
だ
ろ
う
？

何
か
し
た
い
が
、
自
分
が
役
に
立
て
る
こ
と
は
な
さ
そ
う

今
後
の
自
分
の
経
済
面
が
心
配

で
き
れ
ば
、
あ
ま
り
関
わ
り
た
く
な
い

左
記
以
外

（%)

行
政
支
援
や
サ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
情
報
を
教
え
て
あ
げ
た
い

（
調
べ
て
あ
げ
た
い
）

何
か
言
っ
て
あ
げ
た
い
が
、
何
を
言
え
ば
良
い
だ
ろ
う
？/

ど
ん
な
声
か
が
ほ
し
い
だ
ろ
う
？

自
分
の
生
活
が
大
変
に
な
り
そ
う
（
や
る
こ
と
が
増
え
そ
う
）
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行ったことがあるサポート×お願いされたらやってあげたいと思うサポート

Q：多発性骨髄腫の患者さんのために、あなたが1度でも行なったことのある支援・サポートがありましたら
全てお教えください。

26.8 

16.8 

8.0 9.0 

20.0 

12.6 14.4 

34.4 33.6 31.6 

16.4 

25.0 
21.6 

24.4 
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14.2 18.0 
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15.8 
12.0 

20.8 
15.6 19.0 

48.6 
44.6 42.8 

18.6 

25.2 28.4 26.4 

16.0 

24.8 
21.6 24.2 

14.8 20.0 19.2 

0

20

40

60

行ったことがあるサポート お願いされたらやってあげたいサポート
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き
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り
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え

（
病
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）
移
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時
の
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介
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食
べ
る
時
の
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介
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介
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介
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援
・
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を
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え
る

患
者
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ん
本
人
の
た
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事

（
洗
濯
、
買
い
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食
事
作
り
な
ど
）
サ
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ー
ト

患
者
さ
ん
の
仕
事
に
対
す
る
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、
サ
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ー
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悩
み
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心
配
事
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愚
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に
行
く

気
晴
ら
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に
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お
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付
き
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う 

な
ど
）

通
院
、
服
薬
タ
イ
ミ
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等
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ス
ケ
ジ
ュ
ー
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管
理

入
院
時
の
身
の
回
り
（
洗
濯
や
買
い
物
な
ど
）

の
サ
ポ
ー
ト

診
察
・
治
療
時
に
付
き
添
う
（
同
席
す
る
）

医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
な
ど
医
療
従
事
者
か
ら
の
説
明

を
一
緒
に
聞
く/
治
療
選
択
な
ど
を
一
緒
に
考
え
る

治
療
に
よ
る
副
作
用
の
ケ
ア

病
気
や
治
療
に
関
す
る
情
報
収
集/

教
え
る

公
的/

行
政
支
援
に
関
す
る
情
報
収
集/

教
え
る

病
院
（
治
療
や
入
院
な
ど
）
や
公
的/

行
政
支
援
の

手
続
き
・
補
助

助
成
金
な
ど
、
費
用
に
関
す
る
手
続
き
・
補
助

治
療
費
な
ど
の
経
済
的
な
援
助

助
成
金
な
ど
、
費
用
面
の
情
報
収
集/

教
え
る

（%)

(n=500)

患者さんの心・メンタル
に対する支援・サポート

患者さんの診療、治療に関する
支援・サポート

患者さんの生活に関する
支援・サポート

情報や公的/行政支援に関する
支援・サポート、他
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5.7 

6.1 

7.1 

7.2 

10.3 

20.6 

23.0 

22.7 

22.1 

18.3 

13.9 

11.1 

10.5 

15.2 

14.8 

16.0 

15.6 

16.8 

14.9 

16.7 

29.4 

31.0 

29.8 

29.9 

28.5 

13.4 

12.4 

11.7 

9.6 

9.8 

0.5 

0.3 

0.5 

0.3 

0.5 

0.5 

0.5 

0.8 

0.8 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

9.9 

10.1 

13.6 

22.5 

25.9 

20.2 

13.5 

17.1 

15.7 

17.3 

12.8 

14.8 

21.3 

18.9 

19.3 

13.2 

13.4 

12.7 

0.9 

0.9 

2.1 

1.5 

0.9 

1.8 

行おうと申し出たが、患者さんから断られた （患者さんを含め）誰からも頼まれなかった

やり方がわからなかった 自分にはできないと思った

（立場的に）自分がやることではないと思った （そもそも）そのような支援・サポートは思いつかなかった

その他 必要ない/該当なし

治療による副作用のケア

お見舞いに行く

気晴らしに付き合う
(お出かけや趣味に付き合う など)

サポートを行わなかった理由（患者さんの心・メンタル/診療・治療に関する支援・サポート）
Q（あなたと交流があった）患者さんのために、あなたが行っていない支援・サポートについて、行っていない理由として
最も当てはまるものを各1つずつお教えください。

心・メンタル
に関する

支援・サポート
(n=328)

(n=332)

(n=342)

悩みや心配事、愚痴を聞く

(n=438)

(n=375)

(n=392)

(n=378)

(n=418)

通院、服薬タイミング等のスケジュール管理

診察・治療時に付き添う(同席する)

入院時の身の回り(洗濯や買い物など)のサポート

医師・看護師・薬剤師など医療従事者からの
説明を一緒に聞く/治療選択などを一緒に考える

診療、治療
に関する

支援・サポート

nは、全対象者数から各支援・サポートを「行ったことがある」と回答した人を除いた数字
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介護福祉士、ヘルパー、ケアマネージャーな
どの話を一緒に聞く/生活に必要な支援・サ
ポートを一緒に考える

5.5 

5.6 

6.6 

6.7 

7.8 

8.0 

8.7 

21.5 

22.4 

19.8 

19.5 
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22.0 
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13.9 

11.0 

12.6 

11.5 

17.6 

15.2 

15.4 

15.9 

15.8 

15.7 

17.8 

24.7 

28.0 

29.5 

27.4 

32.0 

26.7 

29.5 

16.0 

13.8 

13.2 

14.4 

12.3 

12.2 

11.2 

1.1 

0.9 

0.7 

1.0 

0.5 

0.7 

0.3 

3.2 

1.6 

2.4 

1.2 

1.0 

2.2 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(n=366)

(n=416)

(n=455)

(n=400)

(n=437)

(n=428)

(n=460)

患者さん本人のための家事(洗濯、買い物、
食事作りなど)サポート

サポートを行わなかった理由（患者さんの生活に関する支援・サポート）

Q：（あなたと交流があった）患者さんのために、あなたが行っていない支援・サポートについて、行っていない理由として
最も当てはまるものを各1つずつお教えください。

病院への付き添い、送り迎え

食事介助(食べる時のサポート)

(病院以外の)移動時の介助、サポート

患者さんの仕事に対するフォロー、サポート

入浴介助、排泄介助

生活
に関する

支援・サポート

行おうと申し出たが、患者さんから断られた

やり方がわからなかった

（立場的に）自分がやることではないと思った

その他 必要ない/該当なし

（患者さん含め）誰からも頼まれなかった

自分にはできないと思った

（そもそも）そのような支援 サポートは思いつかなかった
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公的/行政支援に関する情報収集/教える

助成金など、費用面の情報収集/教える

助成金など、費用に関する手続き・補助

病気や治療に関する情報収集/教える

病院(治療や入院など)や

公的/行政支援の手続き・補助

治療費などの経済的な援助

サポートを行わなかった理由（情報や公的・行政支援に関する支援・サポート）

Q：（あなたと交流があった）患者さんのために、あなたが行っていない支援・サポートについて、行っていない理由として
最も当てはまる ものを各1つずつお教えください。

(n=442)

(n=410)

(n=396)

(n=436)

(n=441)

(n=429)

情報や
公的・行政支援

に関する
支援・サポート

行おうと申し出たが、患者さんから断られた

やり方がわからなかった

（立場的に）自分がやることではないと思った

その他 必要ない/該当なし

（患者さん含め）誰からも頼まれなかった

自分にはできないと思った

（そもそも）そのような支援 サポートは思いつかなかった

14



26.8 

16.8 

8.0 9.0 

20.0 

12.6 14.4 

34.4 33.6 
31.6 

16.4 

25.0 
21.6 

24.4 

12.4 

20.8 

14.2 
18.0 

11.6 11.8 12.8 

0.2 15.6 

8.6 3.8 4.4 9.0 4.2 6.6 

12.4 
12.0 13.2 

8.2 11.2 10.2 10.2 
5.0 8.2 5.6 7.8 5.0 5.6 6.0 0.0 

0

10

20

30

40

50

60
行ったことがあるサポート 役に立ったと思う（TOP2）

行ったことがあるサポート×多発性骨髄腫患者の役に立ったと思うか（TOP2）

Q：患者さんのためにあなたが行なった支援・サポートについて、患者さんにとってどの程度役に立ったと思いますか。
「全く役に立っていないと思う」～「非常に役に立ったと思う」の7段階評価でお答えください。

心・メンタルに
対する支援・サポート

診療、治療に関する
支援・サポート

生活に関する
支援・サポート

情報や公的/行政支援に関する
支援・サポート、他

病
院
へ
の
付
き
添
い
、
送
り
迎
え

食
事
介
助
（
食
べ
る
時
の
サ
ポ
ー
ト
）

入
浴
介
助
、
排
泄
介
助

介
護
福
祉
士
、
ヘ
ル
パ
ー
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
の

話
を
一
緒
に
聞
く/

生
活
に
必
要
な
支
援
・
サ
ポ
ー
ト
を

一
緒
に
考
え
る

患
者
さ
ん
本
人
の
た
め
の
家
事

（
洗
濯
、
買
い
物
、
食
事
作
り
な
ど
）
サ
ポ
ー
ト

患
者
さ
ん
の
仕
事
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
、
サ
ポ
ー
ト

悩
み
や
心
配
事
、
愚
痴
を
聞
く

お
見
舞
い
に
行
く

気
晴
ら
し
に
付
き
合
う

（
お
出
か
け
や
趣
味
に
付
き
合
う 

な
ど
）

通
院
、
服
薬
タ
イ
ミ
ン
グ
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理

入
院
時
の
身
の
回
り
（
洗
濯
や
買
い
物
な
ど
）

の
サ
ポ
ー
ト

診
察
・
治
療
時
に
付
き
添
う
（
同
席
す
る
）

医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
な
ど
医
療
従
事
者
か
ら
の

説
明
を
一
緒
に
聞
く/

治
療
選
択
な
ど
を
一
緒
に
考
え
る

治
療
に
よ
る
副
作
用
の
ケ
ア

病
気
や
治
療
に
関
す
る
情
報
収
集/

教
え
る

公
的/

行
政
支
援
に
関
す
る
情
報
収
集/

教
え
る

病
院
（
治
療
や
入
院
な
ど
）
や
公
的/

行
政
支
援
の

手
続
き
・
補
助

助
成
金
な
ど
、
費
用
に
関
す
る
手
続
き
・
補
助

治
療
費
な
ど
の
経
済
的
な
援
助

助
成
金
な
ど
、
費
用
面
の
情
報
収
集/

教
え
る

（
病
院
以
外
の
）
移
動
時
の
介
助
、
サ
ポ
ー
ト

(n=500)

（%)

左
記
以
外

Q：多発性骨髄腫の患者さんのために、あなたが1度でも行なったことのある支援・サポートがありましたら全てお教えください。

※TOP2…各項目で 「非常に役に立ったと思う」「役に立ったと思う」と回答した割合
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多発性骨髄腫患者が希望していると思うサポート
Q：あなたから見て、（あなたと交流があった）多発性骨髄腫の患者さんが、誰かにお願いしたい/期待する支援・
サポートはどのようなことだと思いますか。あなたが思うものを下記から全てお教えください。
Q：そのうち、（あなたと交流があった）多発性骨髄腫の患者さんがあなたにお願いしたい/期待する支援・サポートはどれだと思いますか。

28.8

23.2
20.8

24.8 25.6

19.2

24.6

37.8
31.4 33.8

22.6
26.6 27.6

29.8

24.2
22.0 23.6 25.2

23.0 23.4 25.2

15.0 
10.2

5.8
8.4 10.4 7.0 

10.0 

26.6

22.4 22.8

9.0 
12.6 14.4 14.6

8.4 9.8 10.0 10.8
8.2 8.8 8.8

0

10

20

30

40

50

60

誰かに希望すると思うもの 回答者（ケアラー自身）に希望すると思うもの

心・メンタルに
対する支援・サポート

診療、治療に関する
支援・サポート

生活に関する
支援・サポート

情報や公的/行政支援に関する
支援・サポート、他

病
院
へ
の
付
き
添
い
、
送
り
迎
え

（
病
院
以
外
の
）
移
動
時
の
介
助
、
サ
ポ
ー
ト

食
事
介
助
（
食
べ
る
時
の
サ
ポ
ー
ト
）

入
浴
介
助
、
排
泄
介
助

介
護
福
祉
士
、
ヘ
ル
パ
ー
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

な
ど
の
話
を
一
緒
に
聞
く/

生
活
に
必
要
な
支
援
・

サ
ポ
ー
ト
を
一
緒
に
考
え
る

患
者
さ
ん
本
人
の
た
め
の
家
事

（
洗
濯
、
買
い
物
、
食
事
作
り
な
ど
）
サ
ポ
ー
ト

患
者
さ
ん
の
仕
事
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
、
サ
ポ
ー
ト

悩
み
や
心
配
事
、
愚
痴
を
聞
く

お
見
舞
い
に
行
く

気
晴
ら
し
に
付
き
合
う

（
お
出
か
け
や
趣
味
に
付
き
合
う 

な
ど
）

通
院
、
服
薬
タ
イ
ミ
ン
グ
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理

入
院
時
の
身
の
回
り
（
洗
濯
や
買
い
物
な
ど
）

の
サ
ポ
ー
ト

診
察
・
治
療
時
に
付
き
添
う
（
同
席
す
る
）

医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
な
ど
医
療
従
事
者
か
ら

の
説
明
を
一
緒
に
聞
く/

治
療
選
択
な
ど
を
一
緒
に

考
え
る

治
療
に
よ
る
副
作
用
の
ケ
ア

病
気
や
治
療
に
関
す
る
情
報
収
集/

教
え
る

公
的/

行
政
支
援
に
関
す
る
情
報
収
集/

教
え
る

病
院
（
治
療
や
入
院
な
ど
）
や
公
的/

行
政
支
援
の

手
続
き
・
補
助

助
成
金
な
ど
、
費
用
に
関
す
る
手
続
き
・
補
助

治
療
費
な
ど
の
経
済
的
な
援
助

助
成
金
な
ど
、
費
用
面
の
情
報
収
集/

教
え
る

（%) （n=500)
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患者の思いや望むことを理解していると思うか
Q：あなたは、（あなたと交流があった）多発性骨髄腫の患者さんの思いや望むことをどの程度理解している
と思いますか。「全く理解できていない」～「非常に理解できている」の7段階評価でお答えください。

全く理解できていない

15名(3%)
理解できていない

33名(7%)

あまり理解

できていない

89名(18%)

どちらとも言えない

176名(35%)

まあ理解できている

121名(24%)

理解できている

42名(8%)

非常に理解できている

24名(5%)

(n=500)
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多発性骨髄腫患者さんへの支援・サポートにおいて負担を感じたか

Q：患者さんのためにあなたが行なった支援・サポートのうち、あなたが負担に感じたもの
（「大変だな」と感じたもの）はありましたか。

負担を感じたことが

ある

249名(49.8%)
負担を感じたことは

ない

181名(36.2%)

行った支援・

サポートはない

70名(14.0%)

(n=500)
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0.3 

4.6 

9.0 

11.6 

13.9 

14.8 

17.1 

19.1 

19.7 

21.4 

27.0 

34.2 

0 10 20 30 40 50 60

その他

“患者さんが望むこと”がわからなかった

“患者さんのためになっているのか”がわからなかった

相談できる人がいなかった（少なかった）

“正解（自分のやっていることが正しいのか）”がわからなかった

“やり方（何をどうすれば良いか）“がわからなかった

自分の金銭的な負担が大きかった

情報がなかった（少なかった）

自分の肉体的な負担が大きかった

協力（分担）できる人がいなかった（少なかった）/人手が足りなかった

時間的な制約があり、自分の生活との調整が難しかった

自分の精神的な負担が大きかった

Q：あなたが特に負担（大変）に感じたものについて、具体的にどのような負担（大変さ）を感じましたか。
あなたがより負担（大変）に感じた理由を各3つまでお教えください。

サポートで負担に感じた理由

(回答総数=345)

(%)

※「負担を感じたことがある」と回答した方（n=249）が行った支援・サポートは複数回答形式のため、回答総数＝345となっています。
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23.6 

37.0 

6.4 

18.5 

6.4 

6.5 

15.3 

15.2 

17.2 

13.0 

17.2 

3.3 

8.3 

1.1 

2.5 

2.2 

1.3 

3.3 

1.9 

0.0 

同居(敷地内同居)かつ同世帯 同居(敷地内同居)だが、別世帯 徒歩圏内に居住

電車/車等で30分以内の距離に居住 電車/車等で30～60分以内の距離に居住 電車/車等で60～90分以内の距離に居住

電車/車等で90～120分以内の距離に居住 電車/車等で120分以上の距離に居住 新幹線/飛行機/船が必要な距離の居住

居住地は知らない

患者さんとの居住地の関係

サポートで精神的な
負担が大きかった

(n=92)

上記を選択して
いない

(n=157)

(n=500)
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サポートで負担に感じた理由-回答者の年齢別

Q：具体的にどのような負担（大変さ）を感じましたか。あなたがより負担（大変）に感じた理由を各3つまでお教えください。

9.0 

24.7 

15.7 

21.3 

28.1 
21.3 24.7 25.8 

11.2 7.9 
3.4 

28.9 
32.5 

22.9 

27.7 

15.7 13.3 

25.3 

9.6 

12.0 

4.8 
3.6 

20.5 

33.0 

17.0 

38.6 

21.6 

6.8 

14.8 10.2 14.8 

10.2 

3.4 

21.2 

47.1 

12.9 

20.0 20.0 

4.7 

11.8 

12.9 17.6 

12.9 

8.2 

0

20

40

60

20・30代（n=89） 40代（n=83） 50代（n=88） 60代以上（n=85）

（%)

自
分
の
肉
体
的
な
負
担
が
大
き
か
っ
た

自
分
の
精
神
的
な
負
担
が
大
き
か
っ
た

自
分
の
金
銭
的
な
負
担
が
大
き
か
っ
た

時
間
的
な
制
約
が
あ
り
、

自
分
の
生
活
と
の
調
整
が
難
し
か
っ
た

協
力
（
分
担
）
で
き
る
人
が
い
な
か
っ
た

（
少
な
か
っ
た
）/

人
手
が
足
り
な
か
っ
た

相
談
で
き
る
人
が
い
な
か
っ
た

（
少
な
か
っ
た
）

情
報
が
な
か
っ
た

（
少
な
か
っ
た
）

や
り
方
（
何
を
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
）

が
わ
か
ら
な
か
っ
た

正
解
（
自
分
の
や
っ
て
い
る
こ
と
が

正
し
い
の
か
）
が
わ
か
ら
な
か
っ
た

患
者
さ
ん
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
の
か

が
わ
か
ら
な
か
っ
た

患
者
さ
ん
が
望
む
こ
と
が
わ
か
ら

な
か
っ
た
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患者さんとの交流で考え方・気持ちは変わったか

Q：あなたと交流があった多発性骨髄腫の患者さんが『多発性骨髄腫になった（多発性骨髄腫である）』
ことにより（きっかけに）、あなたご自身の考え方・気持ち（人生観や価値観）に変化はありましたか。

変化があった

312名(62.0%)

変化がなかった

188名(38.0%)

22
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8.7 8.7 18.9 20.5 23.7 11.2 8.3

-3 -2 -1 0 1 2 3

患者さんとの交流で考え方・気持ちはどう変わったか

Q：あなたと交流があった多発性骨髄腫の患者さんが『多発性骨髄腫になった（多発性骨髄腫である）』
ことにより（きっかけに）、あなたご自身の考え方・気持ち（人生観や価値観）は、あなたにとって、
プラス/マイナスどちらに、どのくらい変化しましたか？

50% 100%

(n=500)

0%
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「がん（多発性骨髄腫）患者のケアラー500名の意識調査」の概要

調査手法 オンライン調査

調査地域 全国

調査対象 多発性骨髄腫患者さんと交流があった人

抽出条件
⚫ 18歳以上の日本国内在住者である
⚫ 過去1年間に、治療実施中の多発性骨髄腫患者さんと交流したことがある(対面以外の電
話やメール、SMSなどの交流のみも含む)

除外条件
⚫ 多発性骨髄腫やがんに関して、治療や患者支援・介護を職業としている
⚫ ボランティア活動として、多発性骨髄腫患者さんと交流した（家族/親族・友人・知人で
はない）、等

サンプル数 合計500件

実査期間 2025年4月21日～2025年5月6日
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